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ました 戦時中の軍隊生活 も短時期ながら経験された先生は 終戦直
前に繰 り上げ卒業 となり 大学院に進学され 特別研究生 として経済
思想史の研究を着手されております ユ950年に助手に採用された先生
は講師 助教授 教授 として24年間経済学部のために貢献されました
1967年に刊行された 『ロシア経済思想史の研究』 は誉れ高い名著 とし
て 今 も専門家が紐解 く著作であ ります 原論教授 として6年余 り在
職された先生は 紛争の渦中 甲南大学へ移られました その後の先
生は経済学史学会の幹事 として.ま た代表幹事と.して 活動の強固な
足場を学会に築かれるとともに18世 紀から20世紀にわたる自由主義




甲南大学で も大きな学問的影響力を同僚 に与えられましたが また京
都 に拠点を置 く方法論研究会の主催者として 多 くの若い研究者と交
流され その成果は編著 『自由主義経済思想の比較研究』 に結実 しま
した 先生はその後 龍谷大学においても教鞭を執られ 教育歴は実
に45年に及びました いつも真剣で学究的姿勢 を崩されなかった先生
は 学問思想 においても行動においても誠実であ りました 比較的に
寡作な先生の珠玉というべき論文とエ ッセイは さいわいにして 遺
著 『ウェーバー研究の諸論点」『一経済学史家の回想』に盛 り込まれ
近 く多 くの方に愛読 されるものと期待 されます
京都大学経済学会は 先生の生前 における経済学研究 と教育にたい
するご貢献に感謝するとともに ここに在 りし日の先生の御遺影を掲
げて 心から哀悼の意を表するものです
平成12年9月 京都大学経済学会
